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通期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2026年４月30日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2026年１月30日に

公表した2026年３月期（2025年11月１日〜2026年３月31日）の業績予想を修正することを決定いたし

ました。また、当社は、2026年３月期において、特別損失を計上する見込みとなりましたので、併せ

てお知らせいたします。 

記 

１． 業績予想の修正について 

2026年３月期（2025年11月１日〜2026年３月31日）業績予想数値 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 （A） 1,264 38 34 24 10.90 

今回発表予想 （B） 1,426 102 99 △43 △19.90 

増 減 額 （B－A） 162 63 65 △67   

増 減 率 （％） 12.8 166.2 186.4 －   

（ご参考）前期実績 
（2025年10月期） 

3,609 122 131 79 36.11 

（注）2025年10月期は、2024年11月１日から2025年10月31日までの12ヶ月であります。 

 

（業績予想の修正理由） 

 2026年３月期の業績につきましては、プロダクツ事業のサーバー関連の受注が好調に推移したこ

とにより、売上高は前回発表予想を上回る見込みとなりました。利益面につきましては、人件費の

増加や材料費の高騰等の影響があったものの、増収効果等により、営業利益及び経常利益は前回発

表予想を上回る見込みとなりました。一方で、下記の通り特別損失を計上する見込みとなったこと

から、当期純利益は前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

 

２． 特別損失の計上見込みについて 

 当社は、2026年３月期において、事業整理損として164百万円を特別損失に計上する見込みであ

ります。本件は「その他事業」に含まれる新規事業として取り組んでまいりましたDX事業につき、

市場環境や競争環境を踏まえ、今後の事業継続及び収益性について慎重に検討した結果、当初想定

していた収益の確保が困難であると判断し、当該事業を整理することに伴い、DX事業に係る棚卸資

産（タブレット端末等）の評価減を実施するものであります。 

なお、当該事業整理は当期における一時的なものであり、今後の継続的な損失の発生を見込むも

のではなく、主力事業である「エレクトロニクス事業」の業績に与える影響は限定的であります。 

 

以上 


